
 

 1

 

平成１８年度 先導的大学改革推進委託事業 

「法科大学院入学者選抜における適性試験の実効性等に関する調査研究」 

報  告  書 

 

Ⅰ．概要 

 

本調査研究においては、本年度、全法科大学院を対象として、「適性試験の利用状況等

についてのアンケート調査」を実施した。 

このアンケート調査は、適性試験の成績と入学後の成績等との相関関係の調査・分析

を実施し、適性試験の実効性や改善すべき点等を調査研究するための前提となる基礎資

料を得ることを目的とする。 

以下では、Ⅱ．でアンケート調査の概括的な分析を示し、Ⅲ．でアンケートへの回答

の集計結果を示す。全法科大学院 74 校が回答した。 

 なお、本年度は、法科大学協会加盟の十数校の会員校に適性試験の成績と入学後の成

績等との相関関係調査を依頼しており、その分析は、本アンケート調査の結果をも踏ま

えて、平成１９年度の事業において実施する予定である。 

 

Ⅱ．アンケート調査の概括的分析 

 

１．開設初年度の入学者選抜全般について 

選抜回数（１－Ａ）について、法学未修者については２回という法科大学院が全体の

約３分の２を占めているのに対し、法学既修者については、２回が半分を占めるものの、

１回が２０校、３回が１３校あり、選抜回数が多様なものとなっている。 

法学既修者の認定（１－Ｂ）については、入学者選抜の一環として実施している法科

大学院が比較的多いが、入学者選抜とは別に実施している法科大学院も４割を数える。 

選抜方法（１－Ｃ）について、第１次選抜ではほとんどの法科大学院で適性試験の成

績を含む書類審査が用いられ、小論文試験や法律科目試験を実施している法科大学院も

３割ないし４割に上る。第２次選抜では、法科大学院によって用いる方法は様々である

が、特に法学未修者について複数の資料を用いて選抜をしている法科大学院が多いこと

がうかがわれる。 

判断力、思考力、分析力、表現力別の分析（１－Ｄ）については、実施していない法

科大学院が多いが、実施している法科大学院も４分の１程度あり、特に、法学未修者の

小論文試験や面接・口述試験において、これらの能力別の分析を実施している法科大学

院が有意な数に上っている。 

入学者選抜における考慮要素（１－Ｅ）については、第１次選抜では適性試験の成績

および学部における学業成績が重視される傾向がうかがわれるが、職業上の能力・経験

や専門的資格を考慮する法科大学院もかなりの数に上る。第２次選抜では、適性試験、

小論文試験または法律科目試験、面接・口述試験の各成績が重視される傾向にある。 
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２．開設初年度の適性試験の利用状況 

利用する適性試験（２－Ａ）の種類については、大学入試センター又は日弁連法務研

究財団の適性試験の成績の提出を必須とする法科大学院が最も多く、次いで、大学入試

センターの適性試験の成績の提出を必須とする法科大学院が多い。前者の選択的な提出

を認めている法科大学院では、日弁連法務研究財団の「対応表」を利用して、同財団の

適性試験の点数を大学入試センターの適性試験の点数に換算しているところが多い。 

なお、後記３－Ｂで挙げるように、開設１年目に大学入試センターの適性試験の成績

の提出を必須としていた法科大学院のうち相当数が、開設２年目以降に、大学入試セン

ターと日弁連法務研究財団とのいずれかを提出すればよいとする変更をしている。 

適性試験の考慮割合（２－Ｂ）について、第１次選抜では 60％以上の割合とする法科

大学院がかなり多いが、第２次選抜では半分未満の割合とする法科大学院が多くなって

いる。また、各段階および選抜全体において、適性試験の考慮割合をパーセンテージで

は答えられないとする法科大学院が相当数に上る。 

 

３．開設２年目以降の経年変化 

考慮割合を変更した法科大学院と変更していない法科大学院とがほぼ半々となってい

るが、変更した法科大学院の中では、各段階において、適性試験の考慮割合を下げたと

する法科大学院がかなりの数に上っている。 

 

Ⅲ．アンケートへの回答の集計結果 

 

【記入要領要旨】 

① 調査項目１「入学者選抜全般」及び調査項目２「適性試験の利用状況」については、平成１６年

度入学者選抜の状況を回答する。 

② 調査項目３「平成１７年度以降の経年変化」については、平成１７年度入学者選抜から平成１９

年度入学者選抜までの間に、平成１６年度入学者選抜と比較して、適性試験の考慮割合等に変更を

加えた法科大学院のみ回答する。 

③ 平成１７年設置の法科大学院については、上記のうち「１６」を「１７」、「１７」を「１８」

とそれぞれ読み替える。 

 

 １．入学者選抜全般   
 

１－Ａ 選抜回数 

〔最終合格までの選抜回数を回答してください。〕 

 

１－Ａ－１ 法学未修者 ・・・ 回答 計７４校 

 ａ．１回（第１次選抜のみ）・・・ ２１（２８％） 
ｂ．２回（第２次選抜まで）・・・ ４７（６４％） 

 ｃ．３回（第３次選抜まで）・・・  ６（ ８％） 
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１－Ａ－２ 法学既修者 ・・・ 回答 計６６校 

 ａ．１回（第１次選抜のみ）・・・ ２０（３０％） 
ｂ．２回（第２次選抜まで）・・・ ３３（５０％） 

 ｃ．３回（第３次選抜まで）・・・ １３（２０％） 

 

１－Ｂ 法学既修者の認定 ・・・ 回答 計６７校 

〔法学既修者の認定について、該当する項目を回答してください。〕 

 

 ａ．入学者選抜の一環として実施 ・・・ ４１（６１％） 
ｂ．入学者選抜とは別に実施   ・・・ ２７（４０％） 

※１校が入試日程によって異なる方法を用いているため複数の回答をしている。 

 
１－Ｃ 選抜方法 

〔第１次選抜から第３次選抜の各段階において、法学未修者・法学既修者別に、該当する選抜方法をす

べて回答してください。なお、志願者が一定数を超えた際のみ実施する場合についても、実施するもの

として記入してください。法学既修者認定を入学者選抜とは別に行う大学においては、各質問の②欄は

記入不要です。〕 

 

１－Ｃ－１ 第１次選抜 

 

① 法学未修者 ・・・ 回答 計７４校 

ａ．適性試験の成績を含む書類審査 ・・・ ６９（９３％） 
ｂ．小論文            ・・・ ３０（４１％） 
ｃ．面接・口述          ・・・ １６（２２％） 
ｄ．その他〔具体的に記入〕    ・・・  ９（１２％） 

 

② 法学既修者 ・・・ 回答 計５１校 

ａ．適性試験の成績を含む書類審査 ・・・ ４７（９２％） 
ｂ．法律科目試験         ・・・ １８（３５％） 
ｃ．小論文            ・・・ １５（２９％） 

ｄ．面接・口述          ・・・ １２（２４％） 
ｅ．その他〔具体的に記入〕    ・・・  ５（１０％） 

 

１－Ｃ－２ 第２次選抜 

 

① 法学未修者 ・・・ 回答 計５３校 

ａ．第１次選抜の成績の審査    ・・・ １５（２８％） 
ｂ．適性試験の成績を含む書類審査 ・・・ ２１（４０％） 

ｃ．小論文            ・・・ ３７（７０％） 
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ｄ．面接・口述          ・・・ ３１（５８％） 
ｅ．その他〔具体的に記入〕    ・・・ １２（２３％） 

 

② 法学既修者 ・・・ 回答 計３５校 

ａ．第１次選抜の成績の審査    ・・・ １０（２９％） 
ｂ．適性試験の成績を含む書類審査 ・・・ １１（３１％） 

ｃ．法律科目試験         ・・・ ２５（７１％） 
ｄ．小論文            ・・・ １２（３４％） 
ｅ．面接・口述          ・・・ １５（４３％） 

ｆ．その他〔具体的に記入〕    ・・・  ４（１１％） 

 
１－Ｃ－３ 第３次選抜 

 

   ① 法学未修者 ・・・ 回答 計８校 

ａ．第２次選抜までの成績の審査  ・・・ １（１３％） 
ｂ．適性試験の成績を含む書類審査 ・・・ ０ 

ｄ．小論文            ・・・ ０ 
ｅ．面接・口述          ・・・ ６（７５％） 
ｆ．その他〔具体的に記入〕    ・・・ ３（３８％） 

 

② 法学既修者 ・・・ 回答 計１１校 

ａ．第２次選抜までの成績の審査  ・・・ ０ 
ｂ．適性試験の成績を含む書類審査 ・・・ ０ 

ｃ．法律科目試験         ・・・ ５（４５％） 
ｄ．小論文            ・・・ ０ 
ｅ．面接・口述          ・・・ ４（３６％） 

ｆ．その他〔具体的に記入〕    ・・・ ３（２７％） 
 
１－Ｄ 判断力、思考力、分析力、表現力別の分析の実施 

〔入学者選抜において、法科大学院における履修の前提として要求される判断力、思考力、分析力、表

現力の各能力別に、それぞれの能力の高低について分析を行っているか否かを回答してください。〕 

 

１－Ｄ－１ 各能力別の分析の実施 ・・・ 回答 計７４校 

 

  ａ．実施している  ・・・ １９（２６％） 

ｂ．実施していない ・・・ ５５（７４％） 

 

１－Ｄ－２ 法学未修者  

〔１－Ｄ－１で、「ａ．実施している」と回答した法科大学院のみ、各能力別に、どのような考慮要

素による分析を行っているか、回答してください。〕 
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① 判断力 ・・・ 回答 計１９校 

 ａ．適性試験の成績    ・・・  ９（４７％） 
ｂ．学部における学業成績 ・・・  ３（１６％） 

 ｃ．小論文試験の成績   ・・・ １１（５８％） 
ｄ．面接・口述試験の成績 ・・・  ９（４７％） 

 ｅ．職業上の能力・経験  ・・・  ２（１１％） 
ｆ．専門的資格      ・・・  ３（１６％） 
ｇ．外国語の能力     ・・・  ０ 

 ｈ．その他〔具体的に記入〕・・・  ５（２６％） 

 
② 思考力 ・・・ 回答 計２０校 

 ａ．適性試験の成績    ・・・  ９（４５％） 
ｂ．学部における学業成績 ・・・  ３（１５％） 

 ｃ．小論文試験の成績   ・・・ １５（７５％） 
ｄ．面接・口述試験の成績 ・・・ １０（５０％） 

 ｅ．職業上の能力・経験  ・・・  １（ ５％） 
ｆ．専門的資格      ・・・  １（ ５％） 
ｇ．外国語の能力     ・・・  １（ ５％） 

 ｈ．その他〔具体的に記入〕・・・  ５（２５％） 

 

③ 分析力 ・・・ 回答 計１９校 

 ａ．適性試験の成績    ・・・  ９（４７％） 
ｂ．学部における学業成績 ・・・  ２（１１％） 

 ｃ．小論文試験の成績   ・・・ １４（７４％） 
ｄ．面接・口述試験の成績 ・・・  ８（４２％） 

 ｅ．職業上の能力・経験  ・・・  １（ ５％） 
ｆ．専門的資格      ・・・  １（ ５％） 
ｇ．外国語の能力     ・・・  ０ 

 ｈ．その他〔具体的に記入〕・・・  ５（２６％） 

 

④ 表現力 ・・・ 回答 計２０校 

 ａ．適性試験の成績    ・・・  ４（２０％） 
ｂ．学部における学業成績 ・・・  １（ ５％） 

 ｃ．小論文試験の成績   ・・・ １５（７５％） 
ｄ．面接・口述試験の成績 ・・・ １２（６０％） 

 ｅ．職業上の能力・経験  ・・・  １（ ５％） 
ｆ．専門的資格      ・・・  １（ ５％） 
ｇ．外国語の能力     ・・・  １（ ５％） 

 ｈ．その他〔具体的に記入〕・・・  ４（２０％） 
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１－Ｄ－３ 法学既修者 

 

① 判断力 ・・・ 回答 計１６校 

 ａ．法律科目試験の成績  ・・・ ９（５６％） 
ｂ．適性試験の成績    ・・・ ９（５６％） 
ｃ．学部における学業成績 ・・・ ３（１９％） 

 ｄ．小論文試験の成績   ・・・ ６（３８％） 
ｅ．面接・口述試験の成績 ・・・ ６（３８％） 

 ｆ．職業上の能力・経験  ・・・ １（ ６％） 
ｇ．専門的資格      ・・・ ２（１３％） 
ｈ．外国語の能力     ・・・ １（ ６％） 

 ｉ．その他〔具体的に記入〕・・・ １（ ６％） 

 

② 思考力 ・・・ 回答 計１７校 

 ａ．法律科目試験の成績  ・・・ １０（５９％） 
ｂ．適性試験の成績    ・・・  ９（５３％） 
ｃ．学部における学業成績 ・・・  ２（１２％） 

 ｄ．小論文試験の成績   ・・・  ７（４１％） 
ｅ．面接・口述試験の成績 ・・・  ８（４７％） 

 ｆ．職業上の能力・経験  ・・・  ０ 
 ｇ．専門的資格      ・・・  ０ 
 ｈ．外国語の能力     ・・・  １（ ６％） 

 ｉ．その他〔具体的に記入〕・・・  １（ ６％） 

 

③ 分析力 ・・・ 回答 計１６校 

 ａ．法律科目試験の成績  ・・・ １０（６３％） 
 ｂ．適性試験の成績    ・・・  ９（５６％） 
 ｃ．学部における学業成績 ・・・  １（ ６％） 

 ｄ．小論文試験の成績   ・・・  ６（３８％） 
 ｅ．面接・口述試験の成績 ・・・  ６（３８％） 

 ｆ．職業上の能力・経験  ・・・  ０ 
 ｇ．専門的資格      ・・・  ０ 
 ｈ．外国語の能力     ・・・  ０ 

 ｉ．その他〔具体的に記入〕・・・  ０ 

 

④ 表現力 ・・・ 回答 計１７校 

 ａ．法律科目試験の成績  ・・・ １０（５９％） 
 ｂ．適性試験の成績    ・・・  ５（２９％） 
 ｃ．学部における学業成績 ・・・  １（ ６％） 
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 ｄ．小論文試験の成績   ・・・  ７（４１％） 
 ｅ．面接・口述試験の成績 ・・・  ９（５３％） 

 ｆ．職業上の能力・経験  ・・・  ０ 
 ｇ．専門的資格      ・・・  ０ 
 ｈ．外国語の能力     ・・・  １（ ６％） 

 ｉ．その他〔具体的に記入〕・・・  １（ ６％） 

 

１－Ｅ 入学者選抜における考慮要素 

〔入学者選抜全体及び第１次選抜から第３次選抜までの各段階において考慮する要素について、法学未

修者・法学既修者別に、順位がつけられる限りにおいて、考慮する割合の高いものから順に、回答して

ください。〕 

 

１－Ｅ－１ 第１次選抜 

 

   ① 法学未修者 ・・・ 回答 計７２校 

 ａ．適性試験の成績    ・・・ ６０（８３％） 
 ｂ．学部における学業成績 ・・・ ３７（５１％） 

 ｃ．小論文試験の成績   ・・・ ２２（３１％） 
 ｄ．面接・口述試験の成績 ・・・ １２（１７％） 

 ｅ．職業上の能力・経験  ・・・ ２８（３９％） 
 ｆ．専門的資格      ・・・ ２８（３９％） 
 ｇ．外国語の能力     ・・・ ２２（３１％） 

 ｈ．その他〔具体的に記入〕・・・ ２３（３２％） 

 

 ② 法学既修者 ・・・ 回答 計４８校 

 ａ．法律科目試験の成績  ・・・ １５（３１％） 
 ｂ．適性試験の成績    ・・・ ３９（８１％） 
 ｃ．学部における学業成績 ・・・ ２５（５２％） 

 ｄ．小論文試験の成績   ・・・ １０（２１％） 
 ｅ．面接・口述試験の成績 ・・・  ８（１７％） 

 ｆ．職業上の能力・経験  ・・・ １７（３５％） 
 ｇ．専門的資格      ・・・ １９（４０％） 
 ｈ．外国語の能力     ・・・ １９（４０％） 

 ｊ．その他〔具体的に記入〕・・・  ０ 

 

１－Ｅ－２ 第２次選抜 

 

   ① 法学未修者 ・・・ 回答 計５０校 

 ａ．適性試験の成績    ・・・ ３１（６２％） 
 ｂ．学部における学業成績 ・・・ １６（３２％） 
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 ｃ．小論文試験の成績   ・・・ ３６（７２％） 
 ｄ．面接・口述試験の成績 ・・・ ２６（５２％） 

 ｅ．職業上の能力・経験  ・・・ １５（３０％） 
 ｆ．専門的資格      ・・・ １３（２６％） 
 ｇ．外国語の能力     ・・・ １２（２４％） 

 ｈ．その他〔具体的に記入〕・・・ １３（２６％） 

 

 ② 法学既修者 ・・・ 回答 計３６校 

 ａ．法律科目試験の成績  ・・・ ２８（７８％） 
 ｂ．適性試験の成績    ・・・ １６（４４％） 
 ｃ．学部における学業成績 ・・・ １０（２８％） 

 ｄ．小論文試験の成績   ・・・ １１（３１％） 
 ｅ．面接・口述試験の成績 ・・・ １４（３９％） 

 ｆ．職業上の能力・経験  ・・・  ７（１９％） 
 ｇ．専門的資格      ・・・  ８（２２％） 
 ｈ．外国語の能力     ・・・ １０（２８％） 

 ｊ．その他〔具体的に記入〕・・・  ９（２５％） 

 

１－Ｅ－３ 第３次選抜 

 

   ① 法学未修者 ・・・ 回答 計８校 

 ａ．適性試験の成績    ・・・ ２（２５％） 
 ｂ．学部における学業成績 ・・・ １（１３％） 

 ｃ．小論文試験の成績   ・・・ ２（２５％） 
 ｄ．面接・口述試験の成績 ・・・ ５（６３％） 

 ｅ．職業上の能力・経験  ・・・ １（１３％） 
 ｆ．専門的資格      ・・・ ２（２５％） 
 ｇ．外国語の能力     ・・・ ０ 

 ｈ．その他〔具体的に記入〕・・・ ２（２５％） 

 

 ② 法学既修者 ・・・ 回答 計１２校 

 ａ．法律科目試験の成績  ・・・ ７（５８％） 
 ｂ．適性試験の成績    ・・・ １（ ８％） 
 ｃ．学部における学業成績 ・・・ ０ 

 ｄ．小論文試験の成績   ・・・ １（ ８％） 
 ｅ．面接・口述試験の成績 ・・・ ３（２５％） 

 ｆ．職業上の能力・経験  ・・・ ０ 
 ｇ．専門的資格      ・・・ ０ 
 ｈ．外国語の能力     ・・・ ２（１７％） 

 ｊ．その他〔具体的に記入〕・・・ ０ 
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 ２．適性試験の利用状況   
 

２－Ａ 利用する適性試験の種類 

 

２－Ａ－１ 利用する適性試験の種類 ・・・回答 計７３校 

〔入学者選抜において提出を必須とする適性試験を回答してください。〕 

 

ａ．大学入試センターの適性試験の成績の提出が必須  ・・・３１（４２％）【⇒２－Ａ－２へ】 

ｂ．日弁連法務研究財団の適性試験の成績の提出が必須 ・・・ ０     【⇒２－Ａ－２へ】 

ｃ．大学入試センター及び日弁連法務研究財団の適性試験の成績の提出が必須 ・・・ １（ １％） 

ｄ．大学入試センター又は日弁連法務研究財団の適性試験の成績の提出が必須 ・・・４１（５６％） 

  【⇒２－Ａ－３へ】 

 

２－Ａ－２ 提出必須以外の適性試験の取扱い ・・・ 回答 計３６校 

〔２－Ａ－１でａ、ｂのいずれかを回答した法科大学院において、提出必須以外の適性試験の取扱いに

ついて回答してください。〕 

 

ａ．提出可（又は評価の対象とする）  ・・・ ２１（５８％） 

ｂ．提出不可（又は評価の対象としない）・・・ １５（４２％） 

 

２－Ａ－３ 公平性の確保 ・・・ 回答 計４８校 

〔２－Ａでｄと回答した法科大学院において、志願者間の公平性を確保するため、どのような措置を講

じているか回答してください。〕 

 

ａ．日弁連法務研究財団の「対応表」を利用して、大学入試センターの適性試験の

点数に換算        ・・・ ４４（９２％） 

ｂ．日弁連法務研究財団の「対応表」を利用して、日弁連法務研究財団の適性試験

の点数に換算       ・・・  １（ ２％） 

ｃ．その他〔具体的に記入〕・・・  ３（ ６％） 

 

２－Ｂ 適性試験の考慮割合 

 

２－Ｂ－１ 入学者選抜全体 

〔適性試験の成績について、入学者選抜全体及び入学者選抜の各段階で、どの程度の割合考慮している

かについて、法学未修者・法学既修者別に、該当する項目を回答してください。〕 

 



 

 10

 ① 法学未修者 ・・・ 回答 計６９校 

ａ．～20％未満程度     ・・・  １（ １％） 
 ｂ．20％以上～40％未満程度 ・・・ ２２（３２％） 

ｃ．40％～60％未満程度   ・・・ ２０（２９％） 
 ｄ．60％以上程度      ・・・  ３（ ４％） 

ｅ．他の要素も含めて総合考慮しており、パーセンテージでは答えられない  
・・・ ２２（３２％） 

ｆ．その他〔具体的に記述〕 ・・・  １（ １％） 

 

 ② 法学既修者 ・・・ 回答 計４９校 

ａ．～20％未満      ・・・  ６（１２％） 
 ｂ．20％以上～40％未満  ・・・ １３（２７％） 
ｃ．40％～60％未満    ・・・  ４（ ８％） 

ｄ．60％以上       ・・・  ２（ ４％） 

ｅ．他の要素も含めて総合考慮しており、パーセンテージでは答えられない  
・・・ ２１（４３％） 

ｆ．その他〔具体的に記述〕・・・  ３（ ６％） 
 

２－Ｂ－２ 各段階別 

 

２－Ｂ－２－１ 第１次選抜 

 

   ① 法学未修者 ・・・ 回答 計６７校 

ａ．～20％未満程度     ・・・  ０ 
 ｂ．20％以上～40％未満程度 ・・・ １１（１６％） 

ｃ．40％～60％未満程度   ・・・ １４（２１％） 
ｄ．60％以上程度      ・・・ ２６（３９％） 

ｅ．他の要素も含めて総合考慮しており、パーセンテージでは答えられない  
・・・ １２（１８％） 

ｆ．その他〔具体的に記述〕 ・・・  ４（ ６％） 
 

② 法学既修者 ・・・ 回答 計４９校 

ａ．～20％未満程度     ・・・  ３（ ６％） 
 ｂ．20％以上～40％未満程度 ・・・ １１（２２％） 

ｃ．40％～60％未満程度   ・・・  ７（１４％） 
ｄ．60％以上程度      ・・・ １４（２９％） 

ｅ．他の要素も含めて総合考慮しており、パーセンテージでは答えられない  
・・・ １１（２２％） 

ｆ．その他〔具体的に記述〕 ・・・  ４（ ８％） 
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２－Ｂ－２－２ 第２次選抜 

 

   ① 法学未修者 ・・・ 回答 計５０校 

ａ．～20％未満程度     ・・・  ４（ ８％） 
ｂ．20％以上～40％未満程度 ・・・ １８（３６％） 

ｃ．40％～60％未満程度   ・・・  ９（１８％） 
ｄ．60％以上程度      ・・・  ３（ ６％） 

ｅ．他の要素も含めて総合考慮しており、パーセンテージでは答えられない  
・・・ １３（２６％） 

ｆ．その他〔具体的に記述〕 ・・・  ３（ ６％） 

 

 ② 法学既修者 ・・・ 回答 計３５校 

ａ．～20％未満程度     ・・・  ７（２０％） 
ｂ．20％以上～40％未満程度 ・・・  ８（２３％） 

ｃ．40％～60％未満程度   ・・・  ２（ ６％） 
ｄ．60％以上程度      ・・・  ２（ ６％） 

ｅ．他の要素も含めて総合考慮しており、パーセンテージでは答えられない  
・・・ １３（３７％） 

ｆ．その他〔具体的に記述〕 ・・・  ４（１１％） 

 

２－Ｂ－２－３ 第３次選抜 

 

   ① 法学未修者 ・・・ 回答 計６校 

ａ．～20％未満程度     ・・・ １（１７％） 
ｂ．20％以上～40％未満程度 ・・・ １（１７％） 

ｃ．40％～60％未満程度   ・・・ ０ 
ｄ．60％以上程度      ・・・ ０ 

ｅ．他の要素も含めて総合考慮しており、パーセンテージでは答えられない  
・・・ ３（５０％） 

ｆ．その他〔具体的に記述〕 ・・・ １（１７％） 

 

 ② 法学既修者 ・・・ 回答 計１１校 

ａ．～20％未満程度     ・・・ ２（１８％） 
ｂ．20％以上～40％未満程度 ・・・ ０ 

ｃ．40％～60％未満程度   ・・・ １（ ９％） 
ｄ．60％以上程度      ・・・ ０ 

ｅ．他の要素も含めて総合考慮しており、パーセンテージでは答えられない  
・・・ ６（５５％） 

ｆ．その他〔具体的に記述〕 ・・・ ２（１８％） 
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３．平成１７年度以降の経年変化   
 
３－Ａ 適性試験の考慮割合 
 

３－Ａ－１ 考慮割合の変更の有無 ・・・ 回答 計６９校 
〔平成１７年度入学者選抜から平成１９年度入学者選抜までの間に、平成１６年度入学者選抜と比較し

て、適性試験の考慮割合を変更した場合はａを、変更していない場合はｂを回答してください。〕 

 
 ａ．変更あり【⇒３－Ａ－２へ】 ・・・ ３４（４９％） 
 ｂ．変更なし【⇒３－Ｂへ】   ・・・ ３５（５１％） 

 
３－Ａ－２ 変更内容 ・・・ 回答 計３７校 

〔３－Ａ－１で「ａ」と回答した法科大学院において、その変更内容について該当するものをすべて回

答してください。〕 

 

ａ．第１次選抜における適性試験の考慮割合を下げた ・・・ １５（４１％） 
ｂ．第１次選抜における適性試験の考慮割合を上げた ・・・  ７（１９％） 
ｃ．第２次選抜における適性試験の考慮割合を下げた ・・・ １８（４９％） 
ｄ．第２次選抜における適性試験の考慮割合を上げた ・・・  ２（ ５％） 
ｅ．第３次選抜における適性試験の考慮割合を下げた ・・・  ０ 
ｆ．第３次選抜における適性試験の考慮割合を上げた ・・・  ２（ ５％） 

ｇ．その他〔具体的に記入〕            ・・・  ４（１１％） 

 
３－Ｂ その他の変更 

〔適性試験の考慮割合以外に、平成１７年度入学者選抜から平成１９年度入学者選抜までの間に、平成

１６年度入学者選抜と比較して、入学者選抜方法の顕著な変更があった場合には、その内容を具体的に

記入してください。（例『○○年度から口述試験を実施することとした』、『○○年度から大学入試セ

ンターと日弁連法務研究財団の適性試験のいずれも提出できるようにした』など。） 

 
○各法科大学院のアンケートの回答のうち、いくつかのものを以下に例示する。 

（適性試験・全般） 

・適性試験について、以前は大学入試センターのみの提出を求めていたところ、大学

入試センターと日弁連法務研究財団のいずれの提出もできることとした（この回答

をした法科大学院は 20 校余りある。なお、逆に、換算による均等化に問題があると

の理由で大学入試センターに一本化した法科大学院も見られた）。 

・各試験についての配点を見直した。 
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（小論文試験・面接試験関係） 

・小論文試験を実施することとした。 

・面接試験を実施することとした。 

・面接試験を廃止した。 

・面接試験の方法を変更した。 

 

（法律科目試験関係） 

・法律科目試験の科目を変更した。 

・法律科目の短答式試験を実施することとした。 

・法律科目試験について日弁連法務研究財団の実施する法学検定試験を利用すること

にした。 

・法律科目試験について日弁連法務研究財産の実施する法学検定試験を利用すること

をやめた。 

 

以  上 


